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はじめに 
 
高まる低炭素社会の実現や地球の温暖化防止に向けた国際世論を背景に、「電力システム」と「ICT」

（情報通信技術）を連係させ、電力を効率的に活用して節電・省エネを実現するスマートグリッドは、

国際的な広がりをもって急速に普及し始めている。さらに、太陽光発電や風力発電をはじめとする再

生可能エネルギー（「創エネ」）への活発な取り組みや電気自動車や家庭用蓄電池などの「蓄エネ」技

術の開発、スマート家電や LED 照明機器などによる「省エネ」の実現は、スマートグリッドを支える

大きな基盤となり始めている。このようなスマートグリッドの実現に向けて、世界の各国で国家的な

プロジェクトの推進や多額な国家予算が組まれている。 

ここでの最も重要な技術的なテーマは、スマートグリッドを構成する機器やシステム間での相互運

用性である。これらの実現ために、国際的な標準化機関等でさまざまな取り組みが行われている。最

近の主な動向を見てみると、次のようなものが挙げられる。 

（1）「NIST のリリース 3.0 ドラフト版」（スマートグリッドの相互接続性標準に関するフレーム

ワークとロードマップ ドラフトリリース 3.0）が 2014年 2 月付けで発表されたこと（注：2010

年 1 月にリリース 1.0、2012年 2月に同リリース 2.0を発表済み） 

（2）SGIP（スマートグリッド相互接続性パネル）が SGIP 2.0 へ移行し強化されたこと（PAP のさ

らなる進展） 

（3）スマートグリッドに必要な標準規格一覧（CoS：Catalog of Standards）の充実 

（4）デマンドレスポンス（電力の需要応答）向けの OpenADR プロトコルの登場（2011 年、IEC の

TC57と PC118で標準化を開始） 

（5）東京電力が国際標準 IEC 62056「DLMS/COSEM」の通信プロファイルを採用 

（6）IEEE-SA（IEEE規格協会）におけるスマートグリッドビジョンプロジェクト（IEEE SGVP：IEEE 

Smart Grid Vision Project）が設立され、スマートグリッドの将来像の策定を目指して活発

な活動を展開 

（7）ITU-Tで PLC標準に関する高速版規格「G.hn」／低速版規格「G.nbplc」を大幅に改訂 

（8）IETFで IoT/M2Mへの流れを加速する IETF標準（6LoWPAN規格等）が次々に完成 

これらの流れを捉えて、本書では次のような内容を解説している。 

 

第 1 章：特にスマートグリッドのような社会インフラを刷新するような取り組みは、政府などが中

立的な立場で導入促進のための旗振りをし、産官学のそれぞれの関係者の連携を促すことが重要であ

る。ここでは、日米欧の各国の政策についてその概要をまとめている。 

第 2 章：最近の NIST や SGIP 関連の大きな変化の 1 つは、2013 年 1 月に SGIP が産業界主体の NPO

へと移行し、「SGIP 2.0」となったことである。また、もう 1つの大きな変化は、2014年 2月付けの

「NIST のリリース 3.0 ドラフト版」が発表されたことである。本章では、NIST リリース 3.0 ドラフ

ト版を中心に、米国における標準化の最新情報を整理した。さらに SGIP の概要や CoS の策定プロセ
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スおよび一覧、最新の PAPの活動状況をまとめている。 

第 3 章：本章ではスマートグリッドのキーアプリケーションであるデマンドレスポンス用のプロト

コル「OpenADR」について解説する。ここでは、OpenADR 2.0（バージョン 2.0）が提供する守備範囲

（可能なサービス）を見たのち、OpenADRを開発している中核機関である OpenADRアライアンスを解

説する。その後、具体的な技術内容とその役割を説明し、実用化フェーズに入った OpenADRの状況を

見ていく。 

第 4 章：東京電力は、2014 年 4 月から 2020 年までの 7 年程度の期間に、日本最大規模の 2,700 万

世帯に対してスマートメーターの導入を開始する。ここでは、同社のスマートグリッドの具体的な通

信方式やスマートメーター導入計画、新たなサービスイメージなどを含め、その全体像を解説する。

さらに、国際的にも広く普及し、IEC TC13と DLMS UA（DLMSユーザー協会）で開発・策定され、同社

でも採用した DLMS/COSEM プロトコルによって、IEC標準のデータフォーマットによる電力使用情報等

の（Aルート）通信プロファイルの解説を行う。 

第 5 章：2011年 9月に承認された IEEE-SA（IEEE規格協会）におけるスマートグリッドビジョンプ

ロジェクト（IEEE SGVP）は、30年先を見据え、スマートグリッドの将来像の策定を目指して活発な

活動を開始している。同協会の進める標準化は企業からも重要視され、重要な役割を果たしている。

本章では、IEEEに関連する広範なスマートグリッド標準の全体像とその動向を整理して解説する。 

第 6 章：本章の前半では、ITU-Tの標準化活動状況と、標準化を推進する ITU-T/SG15についてのそ

の位置づけと内容について述べる。また後半では、ITU-T/SG15 における宅内広帯域網に適用される

G.hn（ホームネットワーク）と、大改訂された電力線伝送に特化した G.nbplc（狭帯域 PLC）に関す

る最新の標準規格について整理して述べる。 

第 7 章：IETFでは、ホームネットワーク向けの通信プロトコルの標準化が進んでいる。最近では省

電力なコンピュータでも、不安定な無線ネットワークでも IPを利用するため、経路制御や IPの拡張、

アプリケーションフレームワークについて、それぞれ ROLL、6LowPAN、CoREワーキンググループで標

準化作業が行われている。本章ではこれらの最新動向について解説する。 

 

本格的なビジネスフェーズを迎えたスマートグリッド周辺の標準化動向を整理してまとめた本書

が、読者の皆様の新しいビジネス拡大お役に立てていただければ幸いである。 

最後に、本書の出版にあたり、著者の皆様や快く資料の提供や取材に応じていただいた皆様に、心

から御礼申し上げる。 

 

2014年 1 月 

インプレス SmartGridニューズレター編集部 
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現在のようにスマートグリッドが注目されるようになった背景には、社会面や技術面などのさ

まざまな要因が考えられるが、同時に、各国の政策も重要な役割を果たしている。特にスマート

グリッドのような社会インフラを刷新するような取り組みは、政府などが中立的な立場で導入促

進のための旗振りをし、産官学のそれぞれの関係者の連携を促すことが重要になってくる。そこ

で本章では、スマートグリッドの発展を促進する重要な役割を担っている各国の政策について、

米国、欧州、そして日本における概要をまとめている。 

1.1 スマートグリッドの発展を後押しする政策 

本シリーズの最初の一冊として、『日米欧のスマートグリッド政策と標準化動向 2010』を出版した

のは 2009年 12月。その頃は、まだスマートグリッドという言葉がメディアで取り上げられることも

多くはなく、ましてやそれが普段の生活にどのようにかかわるのかということは、あまり深い議論が

なされていなかった。 

1.1.1 東日本大震災とスマートグリッドへの社会的な注目の高まり 

『日米欧のスマートグリッド政策と標準化動向 2010』の中で筆者が記したスマートグリッドの定義

は「ITを活用した次世代の電力網の形態であり、電力に加えて情報が双方向に流れることで、電力関

連の新しい機能やアプリケーションを利用できるようにする試みのこと1」となっている。この定義

からもわかるように、当日のスマートグリッドの見方は（少なくとも筆者自身）実現するための技術

に重点が置かれていたように思われる。 

 

それから 4 年という時間が流れた。「ドッグイヤー」と呼ばれる技術の世界での 4 年というのは、

とてつもなく長い時間である。改めて世間を見渡してみると、スマートグリッド関連のニュースが一

般の新聞や雑誌で取り上げられることはもはや当たり前のものになり、「スマートハウス」という呼

び名で新しい住宅についての折り込みチラシまでが入っているような時代になった。 

このような状況になったのは、さまざまな要因が考えられる。2011年 3月 11日に発生した東日本

大震災と、それに続く原子力発電への懸念から、スマートグリッドへの社会的な注目が高まったとも

言われている。また、M2M（Machine-to-Machine）をはじめとした、スマートグリッドの要素技術が

発展したことによって、従来よりも信頼性が高く、コスト面でもメリットがあるようなスマートグ

リッド関連技術とそれに伴うサービスの導入が可能になったことも、現在の状況を後押しするものだ

                                                   
1 『日米欧のスマートグリッド政策と標準化動向 2010』14ページ 
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と言えるだろう。 

1.1.2 スマートグリッドの導入を後押しする政府の政策 

そのような要因とあわせて注目したいのが、日本および各国で定められているスマートグリッドの

導入を後押しするような政策である。スマートグリッドのように社会インフラを刷新するような取り

組みは、一企業の努力だけで実現することは難しい。むしろ、政府などが中立的な立場でスマートグ

リッド導入促進のための旗振りをし、通常は利害関係にある企業をはじめ、産官学のそれぞれの関係

者が連携をすることで、はじめて大胆な取り組みができるようになる。もちろん、そのような取り組

みが、かえって発展を妨げる場合もあるが、現時点では良い面も大きい。 

そこで世界におけるスマートグリッド関連の標準化動向を確認する前提として、米国、欧州、そし

て日本におけるスマートグリッド関連の政策の概要を確認する。 

1.2 米国におけるスマートグリッド関連政策概要 

1.2.1 産油国に対する原油依存の度合いを低下 

米国では、オバマ大統領の包括的なエネルギー政策の中で、スマートグリッドが欠かすことのでき

ない重要な要素として位置づけられている。米国がスマートグリッドを推進することによって、中東

を中心とする産油国に対して原油を依存する度合いが低下する他、雇用の創出や米国のスマートグ

リッド関連企業が世界中で競争力を持てるようになるという具体的なメリットを実現できると見込

んでいる。 

 

2013 年 2 月 12 日に公開されたオバマ大統領の“State of the Union2”（一般教書演説）ではエネ

ルギー効率化について触れ、その直後に聴衆の拍手が起こっている。具体的には、演説の中で、今後

20年の間に家庭やビルが消費するエネルギーを半分にすると述べている。さらに米国内のインフラが

老朽化していることについても触れ、自律型の電力網を構築する必要性についても述べている。 

1.2.2 米国における電力の 20％を再生可能エネルギーへ 

また、2013年 6月 25日に気候変動について触れたオバマ大統領のコメント3では、今後 7 年間（つ

まり 2020年まで）に米国における電力の 20％を再生可能エネルギー源由来のものにすると述べ、や

                                                   
2 http://www.whitehouse.gov/the-press-office/2013/02/12/remarks-president-state-union-address

参照 
3 http://www.whitehouse.gov/the-press-office/2013/06/25/remarks-president-climate-change参照 

http://www.whitehouse.gov/the-press-office/2013/02/12/remarks-president-state-union-address�
http://www.whitehouse.gov/the-press-office/2013/02/12/remarks-president-state-union-address�
http://www.whitehouse.gov/the-press-office/2013/06/25/remarks-president-climate-change�
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第 2 章は「NIST・SGIPを中心とした米国におけるスマートグリッド最新標準化動向」として、

米国における最新の標準化策定の取り組みを整理している。 

本文でも詳しく解説しているとおり、これまでの NIST（米国国立標準技術研究所）や SGIP（ス

マートグリッド相互接続性パネル）の取り組みからの大きな変化の一つ目は、2013年 1 月に SGIP

がそれまでの官民合同の取り組みから産業界主体の NPO へと移行したことである。この現行の

SGIP は「SGIP 2.0」と呼ばれ、引き続き米国におけるスマートグリッド関連の標準化活動にお

いて重要な役割を果たしている。さらに、大きな変化の二つ目は、2013年 2 月に「NISTのリリー

ス 3.0 ドラフト版」（スマートグリッドの相互接続性標準に関するフレームワークとロードマッ

プ ドラフトリリース 3.0）の Preliminary Discussion Draft（予備ディスカッションドラフト）

版である。以下「リリース 3.0ドラフト版」と記載）が発表されたことである。 

本章では、そのような変化を踏まえながら、NIST リリース 3.0 ドラフト版によって公開され

た資料を中心に米国における標準化動向の最新情報を整理している。具体的には、冒頭で SGIP 

2.0 への移行の背景を整理している。SGIP 2.0 に移行したとはいえ、NIST を含む関係者の全体

像を理解することは引き続き重要であるという観点から、SGIP 2.0 への移行の背景を整理した

あと、標準化活動の全体像と各組織の取り組み概要をまとめている。 

その後、NIST によるスマートグリッド関連の活動経緯を振り返った上で、SGIP の概要と活動

内容として体制や CoS（Catalog of Standards、標準規格一覧）の策定プロセスについてまとめ

ている。その後は具体的な標準規格策定の取り組みとして、現在の CoS 一覧や NIST が特定した

標準規格等の最新情報、そして最新の PAPの活動状況をまとめている。 

2.1 NISTとSGIP、そしてSGIP 2.0へ 

2.1.1 中心的な役割を果たしたNIST 

本報告書の最初の版とも言える『日米欧のスマートグリッド政策と標準化動向 2010』を 2009年 12

月に発行した時から、米国は世界のスマートグリッド政策や技術を先導し続けてきた。特にスマート

グリッド関連の標準規格の策定については、早い段階から Interoperability（相互接続性）の重要性

を謳い、主に米国を中心に活動する標準化団体（SDO：Standards Development Organization）をは

じめ、米国外の団体も積極的に巻き込みながら、標準化活動を行ってきた。 

 

そのような標準化活動の中で中心的な役割を果たしたのが NIST（National Institute of Standards 

and Technology、米国立標準技術研究所）である。2007 年 12月にブッシュ大統領によって制定され

た EISA（Energy Independence & Security Act、エネルギー自立・安全保障法）において、NIST が

スマートグリッドに関する標準規格の策定について「主な責任（primary responsibility）」を負う
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ことが明記されて以来、彼らは米国におけるスマートグリッド関連の標準化活動を先導する役割を

担ってきた。 

その後、2009年 11月にスマートグリッドの標準化活動を官民が協力して推進していくために SGIP

（Smart Grid Interoperability Panel、スマートグリッド相互接続性パネル）が組織されることと

なった。SGIP においても、NIST は特に技術面における重要な位置づけを保ち、活動を続けていた。

SGIPが立ち上がってからは米国における標準化策定についての取り組みも順調に進み、相互接続性に

ついての議論にとどまらず、サイバーセキュリティ10などまで議論の対象を広げている。 

2.1.2 SGIPは「SGIP 2.0」に移行 

その SGIPは、2013年 1月より、それまでの官民が協力する体制から産業界主導の NPO（Non-Profit 

Organization、非営利組織）へと移行し、引き続きスマートグリッド関連の標準化活動などにおいて

中心的な役割を果たしている。この新たな SGIPは「SGIP 2.0」と呼ばれる。SGIP 2.0においても、

NISTは引き続き技術面において先導的な役割を果たしており、米国のスマートグリッドのさらなる発

展がこの SGIP 2.0の活動にかかっていると言っても過言ではない。 

SGIP は NPO（SGIP 2.0）に移行した後、活動のための資金を NIST からの支援に頼ると同時に、会

員から徴収する会費に頼っている。そのため、SGIP 2.0に移行してからの詳細な活動情報については、

残念ながら会員にならないと入手できないものもあり、正確な全貌を把握することが難しくなってし

まった。 

2.1.3 NISTの「リリース 3.0ドラフト版」のプロフィール 

本章では、そのような NISTと SGIP 2.0について、公開されている情報を元にしながら、最新の活

動状況を整理していく。NIST や SGIPについての前提知識を持ち合わせていない読者にとっても読み

やすいように基本的な知識も盛り込んで整理した内容となっている。 

なお、今回主に参照している資料は“NIST Framework and Roadmap for Smart Grid Interoperability 

Standards, Draft Release 3.011”（スマートグリッドの相互接続性標準に関するフレームワークと

ロードマップ ドラフトリリース 3.0）の Preliminary Discussion Draft（予備ディスカッションド

ラフト）版である（以下「リリース 3.0 ドラフト版」と記載する）。この資料はすでに公開されてい

るものではあるが、本資料の 2 ページ目にある表紙には「2014年 2月」と書かれている。 

 

タイトルに「リリース 3.0」とあるように、これ以前に大きく 2回のリリースがあった資料である。

                                                   
10 NISTのサイバーセキュリティ：「Nat ional Ins t i tute of Standards and Technology Initiates 

Development of New CybersecurityFramework」（NISTは新サイバーセキュリティフレームワークのフレー

ムワークの開発を開始）。米商務省の 2013 年 2 月 13 日付けリリース。 

http://www.commerce.gov/news/press-releases/2013/02/13/national-institute-standards-and-techno

logyinitiates-developmentnew 
11 http://www.nist.gov/smartgrid/upload/NISTDraftFrameworkOct_2013.pdf 参照 

http://www.commerce.gov/news/press-releases/2013/02/13/national-institute-standards-and-technologyinitiates-developmentnew�
http://www.commerce.gov/news/press-releases/2013/02/13/national-institute-standards-and-technologyinitiates-developmentnew�
http://www.nist.gov/smartgrid/upload/NISTDraftFrameworkOct_2013.pdf�
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ここでは、まずスマートグリッドのキーアプリケーションとして注目されるデマンドレスポン

ス用のプロトコルである「OpenADR」について、その誕生とその発展の経緯を紹介する。 

デマンドレスポンス（DR）とは、電力会社と電力の需要家（家庭等）の間で、電力の需要と供

給の制御を行い、電力の有効活用を図る仕組みである。これを自動的に行い、ピーク時に電力価

格の高騰を避けるための制御などを行うのが OpenADRプロトコルである。 

ここでは、デマンドレスポンスの通信基盤を解説した後、OpenADR 2.0（バージョン 2.0）が提

供する守備範囲（可能なサービス）を見たのち、OpenADRを開発している中核機関である OpenADR

アライアンスを解説する。 

次に、OpenADR 2.0における 3 つのプロファイル OpenADR 2.0a、OpenADR 2.0b、OpenADR 2.0c

を整理して解説する。その後、OpenADRにおけるメッセージの交換とその役割を説明し、OpenADR 

2.0 プロファイルでサポートされているメッセージの内容について述べる。さらに OpenADRにお

けるデータの授受の方法を解説した後、OpenADR 2.0b と OpenADR 2.0a の比較を行い、実用化

フェーズに入った OpenADRの状況をみる。最後に、早稲田大学 新宿実証センターで行われてい

る OpenADRの実証スケジュールを紹介する。 

3.1 OpenADRの誕生とその発展の経緯 

OpenADR（Open Automated Demand Response Communications Specification、自動化された電力需

給の制御に関する仕様）の開発は、2002年のカリフォルニア電力危機に端を発する。その開発は、ロー

レンスバークレー国立研究所（LBNL：Lawrence Berkeley National Laboratory）のデマンドレスポ

ンス（電力需要応答）研究センター（DRRC：Demand Response Research Center）による OpenADR 研

究プログラムによる資金供与を受け、カリフォルニアエネルギー委員会の公共利益エネルギー研究プ

ログラムが設立されることでスタートした。 

 

その目標は、電力供給網の経済性と信頼度を改善する電力変動価格の導入を通して、カリフォルニ

アのエネルギー政策を遂行することであった。最初のフィールドテストは、商業や工業エリアをター

ゲットとし、多くのイベント処理を備えることで、デマンドレスポンス利用プログラムを自動化する

ことに焦点があてられていた。 

 

このフィールドテストにおいて、特にデマンドレスポンス研究センター（DRRC）では、情報通信技

術を利用することによって、電力需要に変動して変化する電力料金を利用しつつ、電力系統の信頼度

を保ちながらデマンドレスポンス（需用電力応答）処理を自動化できるかどうかの確認を行った。こ

れらの研究、開発、そして普及は OpenADR が市場へと利用される足がかりとなっている。今日では、
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世界中の施設や団体が、増大する電力需要の管理や電力システムのピーク容量の管理のため、OpenADR

を利用している。 

 

DRCC OpenADR 1.0仕様は、OpenADR規格を作成するために、OASIS（Organization for the Advancement 

of Structured Information Standards、構造化情報標準機構）により資金提供を受けて開発されて

いる。OASISは、国際的な非営利目的の協会で、情報社会におけるオープンな標準規格の 開発、合意

形成、採択を推進している。 

OASISのエネルギーインターオペレーション（エネルギー相互運用）技術委員会28は、 

 

「エネルギー、OASIS SOA 参照モデル（SOA-RM：OASIS のサービス指向アーキテクチャ向け参照

モデル、Reference Model for Service Oriented Architecture）に適合するサービス、変動価格情報・

緊急情報・売値や電力負荷発電予測などの市場に関わる、情報の相互運用と標準的な交換手段

のための XML 表現について、これらの協調利用や情報交換を可能とする情報モデルと通信モデ

ル」 

のための技術標準を開発した。 

 

この OASIS エネルギー相互運用技術委員会は、デマンドレスポンスや分散エネルギーリソース

（DER：Distributed Energy Resource）の他にも、スマートグリッドにおけるアプリケーションを考

慮しており、これらを踏まえた OASISエネルギー相互運用技術バージョン 1.0標準を策定した。 

この OASISエネルギー相互運用技術バージョン 1では、数多くのエネルギーの相互利用や転送サー

ビスが示されているのに対して、OpenADRでは、これを基本としつつ、そのうちの 8 つのサービスに

ついて応用を考え、OpenADRプロファイルを定めている。 

 

さらに、OpenADRアライアンスは、この OpenADRプロファイルと呼ばれる、自動デマンドレスポン

スを行うための機能セットのサブセット（全体の一部分）を取り上げ、OpenADR 2.0 プロファイルの

基本としている。そのサブセットの詳細は後述する「3.4 OpenADR の守備範囲」で述べるが、

EiRegisterParty、EiEnroll、EiMarketContext、EiEvent, EiQuote、EiReport、EiAvail、EiOptなど

である。 

3.2 OpenADRとは：デマンドレスポンスの通信基盤 

デマンドレスポンス（DR）とは、電力価格や電力システムの利用状態を考慮して、電力供給サービ

スにおける信頼性の向上をはかり、電力価格の高騰を避けるための設備制御を行うことである。

                                                   
28 OASIS EI TCと略され、EIと TCはそれぞれ Energy Interoperation、Technical Committeeの意味である。 
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日本の電力システムは、今、歴史的な転換を迎えようとしている。差し迫る電力の自由化とス

マートグリッドの展開という 2 つの新しい動きが同時進行する潮流の中で、福島原発の復旧を進

める東京電力は、いよいよスマートメーターの導入のための入札説明会を開始。2014 年 4 月か

ら 7 年程度の期間（当初 10年程度の期間であったが 3年前倒しされた）をかけて日本最大規模

の 2700万世帯へスマートメーターの導入を開始する。同じく「スマートメーター通信システム」

（AMI）も、第 1次の運用を開始する。システム全体の本格的稼働は、「スマートメーター運用管

理システム」（MDMS）等が完成する 2015 年の 7月からとなる。 

ここでは、東京電力のスマートグリッドの基本的なコンセプトから、東日本大震災に（2011

年 3月 11）よる福島第一原子力発電所の事故を契機に行われてきた、スマートグリッド（スマー

トメーターシステム）の全面的な見直し・再検討の状況を整理して解説する。また、具体的な通

信方式、スマートメーター導入の計画、新たなサービスのイメージなどを含めて、その全体像を

解説する。 

さらに、国際的にも広く普及し、IEC TC13 と DLMS UA（DLMS ユーザー協会）で開発・策定さ

れ、東京電力でも採用された DLMS/COSEM プロトコルによって、標準化されたデータフォーマッ

ト（IEC 標準）よる電力使用情報〔検針（30 分値）〕等の通信を行う（A ルート）通信プロファ

イルの解説を行う。 

最後に今後の展望を解説する。なお、この原稿は、東京電力（株）スマートメーター推進室の

企画グループマネージャー大澤武郎氏への取材をベースにまとめられたものである。 

ご協力いただいた大澤武郎氏に厚く御礼申し上げる〔文責は（株）インプレスビジネスメディ

ア SmartGrid ニューズレター編集部〕。 

4.1 日本における需要家の構造とメーター機能の対応
状況 

最初に、日本における全般的な、家庭や企業などの電力の需要家の構造とメーター機能の対応状況

を概観してみよう。 

4.1.1 日本の電力需要家の現状 

日本の電力需要家は、図 4-1 に示すように、沖縄電力を除く 9電力会社において、大きく、 

（1）特高・高圧大口需要家：契約電力 500kW 以上（メーター数：約 5万個） 

（2）高圧小口需要家：契約電力 500kW未満（メーター数：約 70万個） 

（3）低圧需要家：契約電力 50kW未満（約 7700万個） 
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の 3 部門に分けられ、ピーク需要に占める各部門の割合はおよそ 1／3ずつとなっている。 

また、設置されているメーターの性能も各部門で異なっており、特高・高圧大口需要家では、大部

分の需要家で遠隔検針が実施されているのに対し、低圧需要家では 9割が機械式メーター（人手によ

る検針）のままとなっているのが現状である。 

図 4-1 日本の需要家構造とメーター機能の対応状況 

 

〔出所：http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/pdf/012_03_00.pdf〕 

4.1.2 電力各社のスマートメーター等の調達方法 

また、表 4-1 に家庭向けの電力各社のスマートメーター、通信方式および関連するシステムの調達

方法を示しているが、調達方法については、「電気料金制度・運用の見直しに係る有識者会議」報告

書44では、スマートメーターの導入に関して、効率的な調達の観点から「オープンな形で実質的な競

争がある入札を行うこと」が原則とされている。 

一方、表 4-1 からわかるように、採用が予定されている家庭向けのスマートメーターの基本仕様に

ついては、 

（1）東京電力仕様を予定しているのは、北海道電力、東北電力、中部電力、北陸電力の 5 社（東

京電力を含む）であり、 

（2）関西電力と九州電力は関西・九州仕様、 

（3）残りの中国電力、四国電力、沖縄電力は、先行する他電力会社と基本仕様を統一するとして

おり、 

3 つのグループに分かれているのが現状であるが、今後、電力の自由化なども控えていることもあり、

                                                   
44 〔平成 24(2012)年 3月 

http://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/energy/denkiryoukin/report_001_02a.pdf〕 

http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/pdf/012_03_00.pdf�
http://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/energy/denkiryoukin/report_001_02a.pdf�
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世界最大の学術研究学会である IEEE は、その研究ソサエティに参加する研究者と企業を巻き

込み、積極的な標準化活動を行っている。また、2011 年 9 月に承認された IEEE-SA（IEEE 規格

協会）におけるスマートグリッドビジョンプロジェクト（IEEE SGVP：IEEE Smart Grid Vision 

Project）は、30年先を見据えて、スマートグリッドの将来像を策定することを目指して活発な

活動を開始している。 

IEEE は、他の標準化団体と異なり、誰でも参加できるオープンさが標準化策定作業の公正さ

を高めている反面、作業部会の参加者以外には途中経過が分からないなど、情報収集だけを目的

とした場合には不便さも見られる。また、組織としての大きさから、標準化の進捗や課題を網羅

的に収集することが難しいという話はよく聞かれる。 

IEEE の進める標準化は厳格なプロセスをもちながらも、策定開始から最長でも 5 年で発行さ

れるという早さを持ち、技術のマネタイズを急ぐ企業からは重要視され、企業がデファクトスタ

ンダードを狙う場面などでも重要な役割を果たしている。 

筆者らは、IEEE P2030作業部会への参加をきっかけに、その後も IEEE におけるスマートグリッ

ド関連標準化活動の主要なメンバーとの交流や議論を続けている関係で、良質な情報に恵まれて

いる状況にある。本章では、それらを整理する形で、IEEE に関連する広範なスマートグリッド

標準の全体像とその動向を解説する。 

5.1 スマートグリッド標準化に取り組むIEEEの活動 

IEEE（Institute of Electrical and Electronics Engineers、米国電気電子学会）は、米国に本

部をもつ電気電子分野の学会であり、160以上の国から 40万人以上の会員を有している。標準化活動

については、IEEE-SA（IEEE Standards Association、IEEE 規格協会）が中心となり、これまでに 1300

以上の標準規格を出版し、現在も 500以上の標準規格の策定作業を行っている。スマートグリッドに

関連する IEEE 規格は 100 以上もあり、既存規格のスマートグリッドへの拡張を含めて活発に議論さ

れている。 

IEEEでは、オープンな標準技術に基づいたシステム間相互運用性（インターオペラビリティ）の確

保を目指して、スマートグリッド関連の標準化に取り組んでいる。 

5.1.1 SGIPのスマートグリッド関連標準一覧（CoS：Catalog of Standards） 

第 1 章で紹介した、NIST傘下の SGIP（Smart Grid Interoperability Panel、スマートグリッド相

互運用性パネル。2013年 1月に SGIP 2.0へ移行した）は、CoS（Catalog of Standards、標準一覧）

と称してスマートグリッド関連機器の開発を促進する技術仕様書をまとめている。ここでは、スマー
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トグリッド構築に関連する標準規格や事例、ガイドラインの概要をまとめ、レポジトリ（データベー

ス）として更新していくとしている。2013 年 8 月現在、IEEE 関連規格では、次の 4 つが認定を終え

ている。 

（1）IEEE 1815-2010, IEEE Standard for Electric Power Systems Communications - Distributed 

Network Protocol (DNP3)（電力システムの通信に関する IEEE 標準－分散型ネットワークプ

ロトコル） 

（2）IEEE 1901-2010, IEEE Standard for Broadband over Power Line Networks：Medium Access 

Control and Physical Layer Specifications（高速電力線通信：MAC 層および物理層仕様） 

（3）IEEE C37.238, IEEE Standard Profile for Use of IEEE 1588 Precision Time Protocol in 

Power System Applications（電力システムにおける高精度な時刻同期プロトコルの使用に関

する IEEE標準プロファイル） 

（4）IEEE C37.239, IEEE Standard for Common Format for Event Data Exchange (COMFEDE) for 

Power Systems（電力システムにおけるイベントデータ交換のための共通フォーマット） 

IEEEは、今後も PAP に関連した優先度の高い規格から CoSへの申請を行うとしている。 

5.1.2 IEEEの標準化策定プロセス 

IEEEの標準化活動は IEEE-SA が中心となり、これまでに策定済みの標準規格 1300以上、現在でも

有効な標準規格は 900以上、策定中のものは 500以上という規模で行われている。IEEE-SAには 7,000

以上の個人会員、200の企業会員がおり、20,000 人以上が標準化活動に関わっている。 

ここでは、IEEEの標準化策定プロセスを紹介する（図 5-1）。 
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ITU-Tにおいて、「電力線のみ」を対象としたトランシーバ規格「狭帯域・低速 PLC（G.nbplc）」

の大幅な改訂が行われた。 

スマートグリッドの実現において、情報通信技術（ICT）の役割は重要である。情報通信技術

の標準化を 100年以上にわたり担ってきた ITU(国際電気通信連合)では、スマートグリッドの実

現に貢献するため、2010年から具体的な取り組みを開始した。まずは、ITUで取り組むべき領域

を見極めるためにフォーカス・グループ（FG:Focus Group）と呼ばれる検討グループを立ち上げ、

スマートグリッドにおける情報通信技術の役割を明らかにし、情報通信網に求められる条件や

アーキテクチャの整理が行われた。その後、ITU-T/SG15（第 15 研究委員会）で具体的な標準化

が開始された。 

本章の前半では、ITU-Tにおいてどのような仕組みで標準化が行われるか、その標準化を推進

する ITU-T/SG15 の位置づけと具体的な標準化活動の全体について整理して述べる。また、本章

の後半では、ITU-T/SG15 において、実際の標準化が行われている、宅内広帯域網に適用される

G.hn（home network、ホームネットワーク）と、電力線伝送に特化した G.nbplc（narrow band plc、

狭帯域 PLC）に関する最新の勧告（標準規格）について整理して述べる。SG15では、もともと電

力線伝送を含む宅内網の標準化に取り組んでおり、それをスマートグリッド用に拡張することに

よって、ITUの中でも先行してスマートグリッドに関する標準化作業を進めることが可能であっ

た。 

6.1 スマートグリッドの概念モデルの検討 

現在、国際的に取り組まれているスマートグリッドの定義については、必ずしも統一的なものがあ

るわけではない。図 6-1に、スマートグリッドのイメージを示すが、簡単に言えば、スマートグリッ

ドとは、情報通信技術（ICT）を用いて電力の需要と供給を適切に制御できるようにした、すなわち、

インテリジェント化した電力供給システムのことである。これを米国の NIST(National Institute of 

Standards and Technology、国立標準技術研究所)は、図 6-2（表 6-1 に用語解説）のように、需要家

（顧客）、市場、サービスプロバイダ、運用、大規模発電、送電、配電の 7 つのドメイン（領域）で

描いた。これは、スマートグリッドの概念モデル（Conceptual Model）であるとして国際的に大きな

反響を呼んだ。 

 

例えば、欧州に本拠を置く IEC（International Electrotechnical Commission、国際電気標準会議）

でもこの NIST のスマートグリッドの概念モデルの採用が決定されたため、いわば世界共通のモデル

となっており、スマートグリッドを考える際の出発点でもある。このため、ITUでもこの概念モデル

から検討が開始された。 
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図 6-1 スマートグリッドのイメージ「ICT（情報通信技術）を用いてインテリジェント化した電力供給シ

ステム」 

 

〔出所：スマートグリッドの国際標準と最新動向 2012、2012年 3月、インプレス R&D刊〕 

図 6-2 NISTが策定したスマートグリッドの概念モデル（Conceptual Model） 

 

〔出所「NIST Framework and Roadmap for Smart Grid Interoperability Standards, Release  

1.0(Draft) 2009年 9月、http://epic.org/smartgrid_interoperability.pdf〕 

表 6-1 スマートグリッド概念モデルのドメイン（注：電力の自由化が行われている米国の場合） 

ドメイン（Domain） ドメイン（領域）内の各アクター（Actor、①～⑦） 

ドメイン インタフェースの定義に当たって共通性をもつアクター（装置、組織など）

をグループ化したもの。（図 6-2で雲の形をした「市場」や「運用」などの

こと） 

http://epic.org/smartgrid_interoperability.pdf�
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インターネットは人が利用するためのネットワークから、「人が介在しないマシン間通信やセ

ンサーネットワークなどを実現するために、あらゆる物を IP化する」という Internet of Things 

(IoT、モノのインターネット)へとその姿を変えようとしている。そして、数百億台のコンピュー

タから数兆台の IP 化された小型デバイス（スマートオブジェクト）がインターネットに接続さ

れる時代がやってくる。スマートメーターや家電製品などを IP 化し電力監視・制御するスマー

トグリッドは、まさにこの IoTを体現する動きである。また、最近では、国際的に M2M( Machine 

To Machine）コミュニケーションへの取組みも活発化している。 

スマートメーターや家庭内の機器やセンサーを接続する HAN（ホームネットワーク）向けに、

通信プロトコルの標準化も進んできた。具体的には、省電力なコンピュータでも、不安定な無線

ネットワークでも IPを利用するため、経路制御、IPの拡張、アプリケーションフレームワーク

をそれぞれ ROLL、6LowPAN、CoREワーキンググループで標準化作業が進んだことである。また、

ルータやスイッチなどの通信機器の電力監視や制御を実現するため、eman ワーキンググループ

が標準化を進めている。本章では、スマートグリッドに関係する IETF（インターネット技術標

準化委員会）の活動をまとめている。 

7.1 IETFのスマートグリッド向け最新標準化動向 

7.1.1 NISTのスマートグリッドネットワークとIETFの役割 

〔1〕NISTのスマートグリッドを構成するネットワーク 

スマートグリッド（Smart Grid）は、各国で張り巡らされた電力網に情報通信ネットワークの技術

（ICT）を適用して実現する次世代の電力網である。すなわち、情報通信ネットワークを整備するこ

とによって、電力網の安定化と、信頼性の向上をめざしている。米国では、スマートメーターの導入

が進み、家庭の電力消費量をネットワーク経由で管理・運用するサービスがすでに開始されている。

将来は、電力網の管理をネットワーク化し、家庭内の電化製品（スマートアプライアンス）までも制

御するという壮大な構想となっている。 

 

ここで、スマートグリッドを構成するネットワークを整理してみる。 

図 7-1は、米国の国立標準技術研究所「NIST」（National Institute of Standards and Technology）

が発表したスマートグリッドの関するネットワークの構成図であるが、家庭内網、電力運用網、サー

ビスプロバイダ、送電網など、電力運用に関連するさまざまな事業者や利用者がネットワークで接続

されていることを示している。 
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〔2〕スマートグリッドネットワークを 2 つに分ける 

図 7-1に示す、それぞれのネットワークは、表 7-1 のように分類できるが、スマートグリッドに関

係するインターネット技術を整理するには、スマートグリッドネットワークを次のように、公衆イン

ターネットとホームエリアネットワーク（HAN）の 2 つに分けると分かりやすい。 

（1）電力網の運用や配給をつかさどる基幹網（公衆インターネット）の部分〔前出の図 7-1 の右

下のホームエリアネットワーク（HAN）以外のすべてのネットワーク〕：既存の IP 技術で運

用が可能な部分。本文の 7.3 節「スマートグリッド基幹網と IETF の技術」で解説している。 

（2）図 7-1の右下の小さな四角の需要家（消費者）のホームエリアネットワーク（HAN）部分：現

在、IETF で IP 化に向けて標準化中の、家電機器や小型センサーを省電力無線で接続する

6LoWPANネットワーク。本文の 7.4節で解説している。 

図 7-1 NISTのスマートグリッドネットワークの概要図 

 

〔出所：NIST Framework and Roadmap for Smart Grid Interoperability Standards, Release 1.0、NIST、

2010年 1月〕 

 

需要家

（消費者）
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